
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 元請け
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被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ―
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車両が道路に進入または出場する際仮に早曲がりを行っても、安全対策（カラーコーン・矢印板）に接
触しないよう、敷鉄板の敷設方法及びカラーコーンの配置を変更した。

事故状況図

改善状況図

令和　６年２月２７日（火曜日）　１１時３０分

車両左側面部に傷

夜間施工完了後、安全対策でカラーコーンと矢印板を設置していた。
その後、民地から道路に進入（左折）する際、被災者の運転する車が、設置してあった矢印板に接触
し、車両に傷がついた。

規制区域外の視認しにくい位置に矢印板を設置していたことが原因。

側溝改良工事

敷鉄板及びカラーコーン

の設置方法を変更

出場箇所の車道接続部

を広く配置した。なお、矢

印板をコーン外側に置

進入箇所をできるだ

け広くスペースを取

ることとした。


